
開 催 の ご 案 内 

 

 公共施設等総合管理計画の策定期限が迫る中、一部の地方公共団体では、施設個別計画や再配置計画、
保全計画の策定等により公有資産マネジメントに係る取り組みの具体化が進められています。本シンポジウムでは、有
識者や地方公共団体担当者による先行事例や具体的手法のご紹介を通じて、今後さらに多くの地方公共団体にお
いて進められていく公有資産マネジメントの取り組みのご参考になればと考えています。ぜひ、ご参加ください。 

プログラム 
１．開会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３：３０ 

２．主催者あいさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３：３０ 
㈱日本政策投資銀行 関西支店 

        部長 友定 聖二  

３．基調講演・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３：３５ 
「ポスト公共施設等総合管理計画の取り組みの方向性」 

㈱日本経済研究所 社会インフラ本部 
公共マネジメント部長 足立 文 

（10 分間休憩） 

４．パネルディスカッション・・・・・・・・・・・・・・・・・１４：３０ 
「産学官金が一体となって取り組む 

ポスト公共施設等総合管理計画」 
○パネリスト 
 上 村  敏 之 氏（関西学院大学 経済学部 教授） 
 井上 郷太郎 氏（京都府福知山市 財務部資産活用課

公共施設マネジメント係長） 
 松 本  英 明 氏（静岡県焼津市 総務部資産経営課 

公共施設マネジメント担当係長） 
 福 地  浩 美 氏（関西電力株式会社 土木建築室 

建築設備エネルギーグループ課長） 
 藤 井  絢 子   （株式会社日本政策投資銀行 

地域企画部 調査役） 
○コーディネーター 
遠 藤  健  （株式会社日本政策投資銀行 

地域企画部 課長） 
５．閉会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６：３０ 

2017 年 1月 19日（木） 
13：30～16：30(開場 13：00) 
定員：70名 
※地方公共団体職員が対象 
※申し込みが多数の場合には、参加人数等の調整をお願い
する場合があります。 

場所：堂島リバーフォーラム 
     ２階会議室 
【交通アクセス】※公共交通機関をご利用ください。 
住所：大阪市福島区福島 1-1-17 
交通：JR 東西線「新福島」、阪神本線「阪神福
島」、京阪中之島線「中之島」各駅から徒歩約 5分 
JR 大阪環状線「福島」、市営地下鉄四つ橋線「肥後橋」各駅か
ら徒歩 約 8分 JR 各線「大阪駅」徒歩 約 15 分 
※アクセスの詳細・地図は、「堂島リバーフォーラム」公式ホーム
ページをご参照ください。 
URL：http://www.dojimariver.com/access/ 

【主催】株式会社日本政策投資銀行 
株式会社日本経済研究所 

【協力】関西電力株式会社 
【お申込み】（締切：1月 10日（火）） 
Ｅメール: ok_asset@dbj.jp  または 
FAX：03-3270-0231 までお申込みください。 
【お問い合わせ】 
日本政策投資銀行地域企画部 
担当：岡登(おかのぼり）、淺沼（あさぬま） 
Tel:03-3244-1513 

＜個人情報の取り扱いについて＞ 
個人情報は徹底した管理を行い、当該シンポジウム運営者間のみ、かつシンポジウムの運営を行う範囲内で共有させていただきま
すので、予めご了承いただきますようよろしくお願い申し上げます。 



日本政策投資銀行地域企画部 岡登、淺沼 （FAX：03-3270-0231）宛 
「公有資産マネジメントシンポジウム in 大阪 ～ポスト公共施設等総合管理計画を考える～」 申込書 
お申込みいただく際は、枠線内の情報をご記入の上、FAX にてご送付ください。(締切：1月 10日(火)) 
貴団体名  ご所属/ご役職  
ご芳名  
ご住所  お電話番号  

メールアドレス  FAX 番号  

【アンケート】 
Ｑ１ 貴団体での公共施設等総合管理計画等の取組状況について、当てはまるものに1つ「〇」をつけてください。 
 ① 公共施設等総合管理計画（案）の策定作業中
 ② 公共施設等総合管理計画（案）のパブリックコメント中、議会審査中
 ③ 公共施設等総合管理計画を策定・公表済
 ④ 一部の分野別・地域別に再配置方針等、具体的な取り組みへ向けた計画等を策定済 
 ⑤ 全ての分野別・地域別に再配置方針等、具体的な取り組みへ向けた計画等を策定済 

Ｑ２ 公共施設の総量削減目標値について、当てはまるものに1つ「〇」をつけてください。削減目標値を設けてい
る場合は、その数値等を具体的にご記入ください。 
 ① 設定している（具体的に（例：20年間で20％総量削減）：                  ）
 ② 設定していない 

Ｑ３ 現在、ご関心のある事項について、当てはまるもの全てに「〇」をつけるとともに、特にご関心のある項目
に１つ「〇」をつけてください。 

Ｑ4 公有資産マネジメントを推進する上で必要な要素について、当てはまるもの全てに「〇」をつけるとともに、
特にご関心のある項目に１つ「〇」をつけてください。 

ご関心のあること 
（いくつでも） 

特にご関心のあること
（１つ） 選択肢 

  ① 首長の理解とリーダーシップ（トップマネジメント）
  ② 公有資産マネジメントの専担部署または専任者の設置
  ③ 公共施設総量の適正化（削減目標の設定など） 
  ④ 維持更新に係る予算の確保
  ⑤ まちの将来像と連動した取り組み 
  ⑥ 職員の意識改革
  ⑦ 住民との問題意識の共有
  ⑧ 民間ノウハウの活用（PPP/PFIなど） 
  ⑨ 近隣自治体との広域連携、都道府県との連携 
  ⑩ その他（具体的に：

              ）
Ｑ５ 省LCCの取り組みについて、当てはまるものに1つ「〇」をつけてください。 
 ① 建築物の更新（大型改修）等で省LCCに取り組んでいる
 ② 上記の①に加え、維持管理・運用（光熱水費）削減に取り組んでいる
 ③ 今後の検討課題である

Ｑ６ 基調講演やパネルディスカッションで取り上げて欲しい事項や、基調講演者/パネラーへのご質問があればご
記入ください。 
回答希望者   
取り上げて欲しい事項・ご質問内容 等 

ご関心のあること 
（いくつでも） 

特にご関心のあること
（１つ） 選択肢 

  ① 公有資産マネジメントの概略について 
  ② 公共施設の再編等具体化の取り組みについて 
  ③ 公有資産マネジメントの推進体制について 
  ④ インフラマネジメントについて
  ⑤ 市民合意形成について
  ⑥ 民間ノウハウの活用（PPP/PFIなど） 
  ⑦ マネジメントと予算の連動について 
  ⑧ ライフサイクルコスト（LCC）の削減 
  ⑨ その他（具体的に：

                ）


